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事務局　市原市五井中央西 1-22-25 市原商工会議所 2Ｆ　　　例会場　五井グランドホテル

第 2553 回例会　２０16年 7月6日（水） SAA（司会）／高澤会員　会報担当／平野会員

●点　鐘　　市原 RC 会長　西村芳雄　
●ソ ン グ　　君が代　奉仕の理想　４つのテスト
●お客様　　ガバナー補佐　金親様
　　　　　　千葉港ＲＣ　高橋会長・藤本幹事様
　　　　　　市原中央ＲＣ　三好会長・藤田幹事様
　　　　　　千葉南ＲＣ出井様
●会長挨拶　市原 RC 会長　西村芳雄　
　皆さん、こんにちは。今日はデビューの日ですので、非常に緊張し
ております。足が地に着いていないのが良く分かります。
さて、本日お見えの金親ガバナー補佐、千葉港ＲＣの高橋会長・藤
本幹事、市原中央ＲＣの三好会長・藤田幹事、千葉南ＲＣ出井様、
ようこそ御出で下さいました。有難うございます。何かの折には、同
期の誼でご助力を願っております。
　また、万崎直前会長・平野直前幹事のお二方には、クラブの活性
化に大いに貢献された１年間でした。本当にご苦労様でした。本来な
らば、ゆっくりとお疲れを癒して頂くところですが、今年度もしっかりと働
いてもらいます。申し訳ありません。
　なおまた、大木会員が移動になり退会されましたので、その後任で
あります杉原正幸さんとご一緒に来られております。杉原さんの入会
手続きにつきましては早急に行いますので、ご協力宜しくお願い致しま
す。
　そして、今日から１年間、岡本幹事と共にクラブの運営に当たって
いく訳ですが、何かを忘れているようで、その何かがわかりません。
会員の皆様の温かいご指導・ご鞭撻があれば乗り切って行けます。
宜しくお願い申し上げます。
　ところで、明日はインターアクト合同会議が木更津総合高校でありま
す。来年８月の年次大会は、市原中央高校がホスト役となります。そ

のために、当クラブはスポンサークラブでもありますので、後日、プロジェ
クトチームを立ち上げ準備に入らなければなりません。その勉強のため
に、私と岡本幹事・篠田奉仕プロジェクト委員長・箕輪青少年奉仕
委員長で行ってまいります。
　また、来週はクラブ協議会です。委員長・小委員長さんには、今
年度の行動計画を発表していただきます。活力あるクラブにするため
にも、宜しくお願い致します。以上で、第１回目の会長挨拶と致します。

◆◇◆◇◆◇　　幹　事　報　告  　　◆◇◆◇◆◇
　
１．出席免除申請をご希望の方は提出をお願いします。

２． ６月２８日付で小川長二さんから退会届が提出されています。

３．本年度、ゴルフ愛好会の幹事は山本さんが引き受けてくれることになりま

した。

４．東京麹町ロータリークラブ作成の “ 思い出草　ポリオ・プラスのツネさんと

ミネさん ” が送られて来ました。お読みになりたい方は事務局までお願いしま

す。

◆◇◆◇◆◇　委  員  会  報  告  等　◆◇◆◇◆◇

　クラブ研修リーダーは今年度よ
り「ロータリーの友」誌に掲載さ
れておりますロータリー関係の主
な記事を紹介いたします。7 月号
は RI 指定記事として「人類に
奉仕するロータリー」について紹

介いたします。
【内容】
　今年度は私たちの歴史において最大の偉業を成し遂げた年、つま
り、世界で最後のポリオ症例が確認された年になるかもしれません。
ポリオ撲滅におけるロータリーの役割が広く認知されることは極めて重
要です。
　地域社会でロータリーがどのようなことをしている団体か知ってもらう
一つの事例として紹介してゆくことは仲間を増やしてゆくことにつながる
と思います。併せて、58 ページに会員勧誘用冊子として 「あなたも新
しい風に」を紹介します。
　ロータリアンになったらどのような活動をするのか？という視点で、例会・
出席や職業奉仕について紹介しております。ぜひ活用してください。



本日のメインプログラム

「会長所信表明」
市原ロータリークラブ　会長　西村芳雄

　私は、第５３代の会長に任じられました。半世紀以上もの長きにわ
たる由緒あるクラブですので、その責任の重さを痛感しております。当
クラブの発展のために、会員の皆様方のご協力を頂きながら共に活動
し、またご指導を仰ぎながら、精一杯、その職務を全うしたいと思っ
ています。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　私は、今年４月１３日に会長エレクトとしての抱負を述べさせていただ
きました。それと重複することもあると思いますが、お許し下さい。
　 今 年 度のジョンＦ・ジャームＲＩ会 長は、「Rotary Serving 
Humanity= 人類に奉仕するロータリー」をテーマに掲げられ、
次のように述べておられます。１１１年の歴史の中で私たちが集う一番
の理由は、最も大切な目標「奉仕」のためです。ロータリーの初期から、
人類への奉仕はロータリーの礎であり、主な存在理由となってきました。
この伝統を継承する名誉を授けられた私達には、このような奉仕を行っ
ていく責務があるのです。と。
　そして、「ポリオの完全撲滅」と「会員増強」を最重点事項とし、
クラブのサポート強化・人道的支援の重点化と増加・公共イメージと
認知度の向上等への取組みを求められております。
また、青木ガバナーは、「素晴らしい仲間と出会い、かつ、人のため
に何かをする機会を与えられたことに感謝する。と同時に、各クラブ
が各々の課題解決に向けた目標を立て挑戦することが大切」と述べ
られました。そして「感謝と挑戦」を地区の行動指針とされ、私達
が直ちに取り組むべき課題は、全会員による会員増強・退会防止へ
の取組み、会員間友好増進活動の推進、奉仕プロジェクトの積極的
展開推進などを挙げられました。
　このＲＩ会長や地区ガバナーの方針を踏まえて、それでは私は会長と
してクラブをどのように運営していくかを考えてみました。

　先ずは、やはりロータリーを勉強し語り合うことだと思いました。
ロータリーとは何か。そして、どのような運動や活動をすべきなのか。
私のような勉強不足の者には、はっきりという事が出来ません。ロータリー

の理念は、フレデリック・シェルドンによりますと、「不断の自己研さんに
よって奉仕の心を会得して、これを社会に適応していくためにロータリー
運動がある」と。また、そのロータリー運動は、「人生を如何に生きる
べきかを問い続ける生涯学習の場」であり、「例会において、会員
相互の自己啓発を図り、道徳水準を高め、その心を持って自らの職業
を通して社会に貢献することを目指している倫理運動」と、私は習い
ました。幸いにもこれらの事を、昨年度は小池研修委員長により再度
勉強する事が出来ました。今年度も、クラブとして、勉強する機会を作っ
ていかねばと思っています。

　また、当クラブでは昨年度より長期計画委員会を新設し活動を始
めております。クラブの運営方法や慣習を全員で見直すためにです。
元気なクラブづくりには何が必要かなど問題点をピックアップするために、

「クラブ活力テスト」や「会員満足度アンケート」等を実施し、また
多くの意見を頂きました。そして、改善策を検討してきました。どのよう
な組織もその発展のためには、先人達の英知に学びながらも、スクラッ
プアンドビルドが必要です。委員会を開催し意見を述べ合い、そして
計画を立て実行し成果を挙げる。そして、それを全会員が共有する。
当たり前の事を当たり前に行っていかねばと思っています。この委員会
では、私が委員長として不十分だったところを精査していただき、今
年度は一歩も二歩も前進することを山本委員長に委ねます。

　ところで、皆さんもご承知のように、今年の４月、規定審議会におい
てロータリーの方針の見直しが行われ、クラブ運営に大幅な柔軟性を
認める決定がなされました。これは、クラブが決定できる柔軟性が多
ければ多いほど、クラブに活気が生まれ、成長するという理由からで
す。これらの決定には、例会の頻度・場所・方法及び会員の種類・
資格等に関する変更が含まれております。
　この規定審議会の決定により、当クラブでは昨年度末に細則作成
プロジェクト委員会を設置し議論を始めましたが、今年度より本格的
に細則の見直しの議論を進めていかねばなりません。第一義的には
私たちのクラブの存在意義を試されているのではと思います。また、ク
ラブの方向性も重要だと思います。多くの会員が賛同できるような細
則案を作成し、クラブ協議会で議論し、成文化していかねばと思って
います。
　以上述べてきました事は、当クラブが直面している喫緊の課題であ
ります会員増強などの委員会活動に全てが直結しております。昨年
度末には健康面などの理由で４名の退会者があり、３８名で新年度を
迎えることになりました。入会予定者もありますが、クラブの運営や奉
仕活動に支障を来たしかねないところに来ております。予算案につい
ても、新年度に入ってしまい作成が遅れておりますが、現在、収入・
支出の修正をしております。会員増強委員会だけでなく、私達会員
全員が、日頃から会員増強に注力して仲間を増やしていかねばなりま
せん。
　また、社会奉仕については、昨年度に募集要項を改正しました地
域貢献基金を活用しての奉仕活動あるいはＪＲ４駅でのあいさつ運動
は勿論のこと、インターアクトクラブの皆さんや地域の方たちとの奉仕
活動などを行っていくつもりです。そして、私たちロータリーが行ってい
る活動を広く地域社会に紹介し、公共イメージアップを図っていかねば
なりません。これは、当クラブだけでなく、他のクラブとも協議しながら、
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共同で奉仕活動が出来る事があればと思っています。そしてオールロー
タリーとして社会に溶け込み地域に認知されていけば、会員増強など
色 な々面でそれがプラスに作用してくるはずです。
　そして最後に、私はこれが最も大事な事の一つだと思いますが、例
会についてです。昨年度のクラブ協議会で議論しプログラム内容の
比率等を決定しましたが、出席して良かったというような例会にしなけ
ればと思っています。プログラム委員会が主となり案を作ることになりま
すが、各委員会とも協議して頂きたいと思います。その為には、各委
員会も委員会を開催し、委員の方たちの意見等を踏まえ、どしどしと
活動し、その結果を卓話にて発表して頂ければ活性化に繋がるはず
です。

　任期中には色々な難問が待ち構えていると思いますが、「ロータ
リーを語り、みんなで元気なクラブを創ろう」という思いをモットー
にし、私は何事にも真摯に取り組んでいく所存です。今日から１年とい
う長丁場を体調管理に留意しながら、岡本幹事と二人三脚で頑張っ
ていきますので、会員皆様のご協力のほど宜しくお願い申しあげます。

◆◇◆◇◆◇ニコニコ・ソーリー◆◇◆◇◆◇

・第3分区Bガバナー補佐　金親博榮様
・万崎直前会長・平野直前幹事
　「西村・岡本年度の船出、順風満帆を祈念致します」
・白鳥政孝会員
　「1、6月29日夜のパーティーはとても楽しくありがとうございました。2、
金親ガバナー補佐ご指導の程宜しくお願いします。3、万崎・平野年
度お疲れ様でした。4、西村・岡本年度のご成功を祈ります」
・角谷修会員　
　「西村・岡本年度の輝かしい門出に心からお祝いと期待を込めて！
ニコニコさせていただきます！」
・三宅豊R財団小委員長　
　「白鳥会員今年度第 1 号ご寄付を頂き誠にありがとうございました」
・大木秋夫会員　
　「2 年間大変お世話になりました。初めてのロータリーで皆様親切に
して頂き感謝しております。市原ロータリーの益々のご発展を記念して
おります」
・野口貴史会員　
　「新しく加入した野口です。この度は暖かく迎えて頂きありがとうござ
います。今後とも宜しくお願い申し上げます。」
西村会長・岡本幹事　
　「私達は何とかレールに乗ることが出来ました。会員皆様の寛大か
つ寛容さを期待しつつ、1 年間を頑張って参ります。宜しくお願い申し
上げます。金親ガバナー補佐様、千葉港 RC 会長幹事様、市原中
央 RC 会長幹事様、千葉南 RC 出井様、本日は有難うございました。」

■出席報告　前々回確定　66.67％　本日出席者　28 名
　　　　　　本日欠席者　11 名　本日出席率　71.79％

■点　　鐘　市原 RC 会長　西村芳雄　

ICHIHARA ROTARY CLUB 2016/2017



６月２３日～２５日に２７９０地区インターアクト小委員会にて、１１月１１日～１４日の日程で開催

のインターアクト国外研修の視察に台湾台北市に行きましたので報告します。 

 

訪問団４名 

委員長 森田 雅久（松戸 RC)、副委員長 須藤 郁雄（千葉西 RC） 

委員 上野 聡（市原 RC）、渡邉 均（鎌ヶ谷 RC) 

 

２０１６－１７年度の国外研修は、松戸ＲＣの姉妹クラブである天和ＲＣと３５２０地区のご協力を頂

き開催します。 

 

6 月 23 日（木） 移動（ 

台北天和ＲＣ ２０１５－１６社長、２０１６－１７社長含め数名の会員に歓迎を頂きました。 

    

 

6 月 24 日（金） 

福安国民学校 & 海岸清掃の場所視察及び交流打合せ 

      
RID3520 ガバナー表敬訪問 

      



 

RID3520 扶少團 主委 PP 林志鑫先生 交流及び奉仕作業打ち合わせ 

 

SET 三立電視、FTV 民視 視察 

 

 

 

台北天和 RC 例会 MakeUp 

 

  
 

6 月 25 日（土） 帰国 
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